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１．研究開発の目的  

数値計算結果や実験結果を可視化する既存ソフトウエアに、サーフェイスデータとボリュームデータを一

緒に可視化する「融合可視化」機能を強化したバージョンを製品化し、市場へ出すことを目標とする。ボリュ

ームレンダリングはメモリ消費が少なく医療画像で標準的に使われているが、工学ではベクトル情報やライ

ンを扱うため普及していなかった。本開発により両者を統一的に扱うことが可能となり、工学分野で課題とな

っている大規模データの結果評価に貢献できると考えている。 

 

２．研究開発の概要 

①成果 

粒子ボリュームレンダリング、および、確率的ボリュームレンダリングを AVS/Express に実装し、サーフェ

イスレンダリングによる従来の可視化手法と一緒に利用できるようにした。操作方法は、既存製品に準拠し

ているので、既存ユーザは操作方法を学習することなく粒子ボリュームレンダリングが利用可能となった。こ

れにより数十億点を超えるような大規模なデータであってもデスクトップPCで対話的な可視化が可能になっ

た。 

 

研究開発目標 達成度 

① ボリュームデータとサーフェイスデータの融合

可視化の実現。三角形、ライン、点などのサーフェ

イスデータと６面体および４面体のボリュームデー

タを統一的に、且つ、高速で高品質なレンダリング

を実現する。 

② 融合可視化機能の製品への実装。既存製品と

の互換性を維持し、従来の可視化作業からシーム

レスに融合可視化の操作を実現する。 

① 半透明属性を持つポリゴンと各種ボリュームデ

ータを融合し、正確な奥行き表現を実現した。四面

体一次１億要素に対して１０フレーム/秒の描画性

能を実現し、対話性の提供に成功した。 

 

② 融合可視化は、既存製品(AVS/Express)に追

加されたメニューから利用可能で、一般的な可視

化手順は従来の操作と同じに実装できた。製品化

のために追加すべきドキュメントは数ページ程度に

なると思われる。 

 

②今後の展開 

本研究成果は、2015 年度のバージョンアップ（7 月ごろ予定）に、その一部を製品の標準機能として実装

し、保守ユーザに配布する。今後、バグ出しをして品質を高めることが必要である。その後については、GUI

の改良、および、粒子サーフェイスレンダリングの実装、並列版のリリースを行っていく予定である。 

 

 



３．総合所見 

概ね目標を達成し、次の研究開発フェーズに進むための成果が得られており、イノベーション創出が期待

できる。 

実用ソフトウエアとして中核技術が製品化されており、目標の達成度は高い。 

次のステップとして、海外も含め、工業応用や医療応用などの大きな市場への展開を期待する。 


